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２
０
１
８
年
１
０
月
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
・「
条
例
の
一
部
改
正
」
反
対
討
論 
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美
恵
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議
題
１
５
号
・
専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
、「
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
後
期
高

齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
」
に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
反

対
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 

今
回
の
「
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正
は
、

「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。 

今
回
の
条
例
改
正
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
高
確
法
施
行
令
改
正
の
１
点
目
は
、
高
額
療
養
費
の
払
い
戻

し
の
基
準
と
な
る
自
己
負
担
限
度
額
を
、
現
行
で
、
医
療
費
３
割
負
担
の
現
役
並
み
所
得
者
す
べ
て
に
つ

い
て
、
外
来
５
７
６
０
０
円
、
入
院
の
あ
る
場
合
８
０
１
０
０
円
に
（
総
医
療
費
マ
イ
ナ
ス
２
６
７
０
０

０
円
）
の
１
％
を
加
え
た
額
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
、
住
民
税
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上
、
住
民
税
課

税
所
得
３
８
０
万
円
以
上
、
住
民
課
税
所
得
６
９
０
万
円
以
上
と
い
う
３
段
階
に
分
け
、
そ
の
う
ち
「
住

民
税
課
税
所
得
３
８
０
万
円
以
上
」
と
、「
住
民
課
税
所
得
６
９
０
万
円
以
上
」
の
２
つ
の
段
階
に
つ
い
て

は
、
自
己
負
担
限
度
額
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。
合
わ
せ
て
、
医
療
費
１
割
負
担
の
被
保
険
者

の
う
ち
、
負
担
区
分
が
一
般
世
帯
で
自
己
負
担
限
度
額
が
月
額
１
４
０
０
０
円
の
人
を
、
月
額
１
８
０
０

０
円
へ
と
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。
い
ず
れ
も
、
高
額
な
医
療
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
、
い
わ
ば
症
状

の
重
い
患
者
に
対
し
て
、
多
大
な
負
担
増
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

 

改
正
内
容
の
２
点
目
は
、
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
の
変
更
で
す
が
、
こ
ち
ら
も
医

療
費
負
担
が
３
割
の
現
役
並
み
所
得
者
を
、
住
民
税
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上
、
住
民
税
課
税
所
得
３

８
０
万
円
以
上
、
住
民
課
税
所
得
６
９
０
万
円
以
上
と
い
う
３
段
階
に
分
け
、
そ
の
う
ち
「
住
民
税
課
税

所
得
３
８
０
万
円
以
上
」
と
、「
住
民
課
税
所
得
６
９
０
万
円
以
上
」
の
２
つ
の
段
階
に
つ
い
て
は
、
自
己

負
担
限
度
額
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
に
お
け
る
高
額
療
養
費
な
ら
び
に
高
額
介
護
合
算
療
養
費
、
い
ず
れ
の
内
容
の
変
更

も
、
今
年
８
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
、
７
５
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に
大
き
な
負
担
増
を
押
し
付
け
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
１
年
前
の
２
０
１
７
年
８
月
か
ら
は
、
７
０
歳
以
上
の
高
齢
者
の
高
額
療
養
費
に
係
る
自
己
負

担
限
度
額
が
変
更
さ
れ
、
年
収
１
５
６
万
円
か
ら
約
３
７
０
万
円
の
一
般
世
帯
と
、
年
収
約
３
７
０
万
円

以
上
の
現
役
並
み
所
得
の
人
の
自
己
負
担
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
、
今
年
と
、
相
次
ぎ

行
わ
れ
て
い
る
、
こ
れ
ら
の
負
担
増
は
、
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
大
幅
な
負
担
増
で
あ
り
、
長
年

社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
方
々
に
対
す
る
ひ
ど
い
仕
打
ち
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
第
１
条
目
的
に
お
い
て
は
、「
国
民
保
健
の
向
上
及
び
高
齢

者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
」
と
い
う
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
施
行
令
改
正
は
、
高
齢
者
福

祉
増
進
と
は
裏
腹
に
、
高
齢
者
に
大
き
な
負
担
を
求
め
、
い
の
ち
・
く
ら
し
を
追
い
詰
め
る
も
の
と
な
っ
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て
い
ま
す
。 

こ
う
い
う
施
行
令
の
改
正
を
も
と
に
し
た
今
回
の
条
例
改
正
案
に
は
、
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
そ
の
も
の
が
、「
姥
捨
て
山
」
と
批
判
さ
れ
、
７
５
歳
に
な
っ
た
と
た
ん
に
、
そ

れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
か
ら
追
い
出
し
、
７
５
歳
以
上
の
高
齢
者
で
構
成
す
る
医
療
保
険
へ
と

強
制
的
に
加
入
さ
せ
、
高
い
保
険
料
を
取
り
立
て
る
と
い
う
る
制
度
で
あ
る
こ
と
自
体
が
大
き
な
問
題
で

も
あ
り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
い
う
医
療
保
険
が
、
社
会
保
障
制
度
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
真
に

安
心
の
医
療
を
、
国
と
自
治
体
の
責
任
で
、
す
べ
て
の
高
齢
者
に
、
生
涯
に
わ
た
り
提
供
で
き
る
制
度
と

な
る
よ
う
、
今
後
制
度
の
改
善
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
、
反
対
討
論
を
終
わ
り

ま
す
。 

 


